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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被取付部の被取付面に取り付けられる照明器具であって、
　アッパー側ＬＥＤ基板と、前記アッパー側ＬＥＤ基板上に、前記アッパー側ＬＥＤ基板
の長手方向に沿って配列される複数のアッパー側ＬＥＤと、を有するアッパーＬＥＤユニ
ットと、
　ロアー側ＬＥＤ基板と、前記ロアー側ＬＥＤ基板上に、前記ロアー側ＬＥＤ基板の長手
方向に沿って配列される複数のロアー側ＬＥＤと、を有するロアーＬＥＤユニットと、
　前記被取付面に取り付けるための取付金具が中央に設けられると共に、前記アッパーＬ
ＥＤユニットが外側に光を発するように取り付けられ、前記ロアーＬＥＤユニットが内側
に光を発するように取り付けられる器具本体と、
　前記ロアーＬＥＤユニットよりも内側に配置され、中央に前記取付金具が挿入される取
付金具用開口が設けられ、かつ前記ロアーＬＥＤユニットからの、内側に向かう光を下方
に反射する傾斜面を有する反射板と、
　反射板の下方に配置され、かつ光を拡散して透過させるパネルと、
　を有し、
　前記器具本体における前記取付金具の近傍には、前記取付金具の周囲を取り囲む取付金
具ケースが下方に突出して設けられ、
　前記取付金具ケースの先端部が、前記反射板の前記取付金具用開口に挿入された状態で
、前記取付金具用開口の下側から蓋部が取り付けられ、
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　前記蓋部の下面は、前記反射板の前記傾斜面の一部を構成する照明器具。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明器具であって、
　前記器具本体には、照明器具の点灯を制御する制御部が下方に突出して設けられ、
　前記反射板の前記制御部に対応する位置には、前記制御部が挿入される制御部用開口が
設けられ、
　前記制御部の下面は、所定の形状を有し、かつ光を反射する反射面であり、
　前記制御部の下面は、前記制御部用開口から下側に露出し、かつ前記反射板における前
記傾斜面の一部を構成する照明器具。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の照明器具であって、
　前記反射板は、下側から見た平面視において四角形の形状であり、前記反射板の前記傾
斜面は、前記四角形の中心と４つの頂点の各々とを結ぶ線分に沿う断面図において、半径
が異なる複数の円の一部である複数の円弧が、境界なく滑らかに接続される形状を有し、
前記複数の円のうちの前記四角形の中心に最も近い円は下方に凸の円であり、他の円は上
方に凸の円であり、かつ、前記複数の円は、前記四角形の中心に近いものほど半径がより
小さく設定される照明器具。
【請求項４】
　請求項３に記載の照明器具であって、
　前記反射板の前記四角形において、前記反射板の前記四角形の中心と４つの辺の中点の
各々とを結ぶ線分を中心線として対称であり、かつ前記四角形の中心から離れるにつれて
幅が拡大する扇状の領域が設けられ、
　前記扇状の領域の表面は、前記四角形の中心と４つの頂点の各々とを結ぶ線分に沿う断
面図における前記複数の円の半径とは異なる半径をもつ、下に凸の円の一部である円弧で
構成され、
　かつ前記扇状の領域における円弧は、前記扇状の領域の両側に位置する領域における円
弧と、境界なく滑らかに連続する照明器具。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の照明器具であって、
　前記ロアーＬＥＤユニットからの光は、前記被取付面に平行な方向から、上側に第１の
角度だけ傾いた、斜め上方の方向を基準として、上側および下側の各々に第２の角度の広
がりを有する照明器具。
【請求項６】
　請求項５に記載の照明器具であって、
　前記ロアーＬＥＤユニットにおける前記複数のロアー側ＬＥＤの前方に、配光を制御す
るレンズが配置される照明器具。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれかに記載の照明器具であって、
　前記パネルの、前記ロアーＬＥＤユニットの下に位置する領域には、パネルカバーが設
けられ、前記パネルカバーは、前記パネルの他の部分よりも光透過率が低い照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ（発光ダイオード）を光源として用い、主に天井面に取り付けられて
下方を照明する照明器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ＬＥＤを光源として用い、天井面に取り付けられて下方を照明する照明器具
が知られている（例えば、特許文献１参照）。
　図２１に示すように、特許文献１に記載の照明器具１００は、天井面１０１から電線１
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０２を介して吊り下げ支持される器具本体１０３を有する。器具本体１０３の底面には、
それぞれ光を下方に照射する複数個のＬＥＤ１０４が実装されている。器具本体１０３は
、上方から見て八角形状に形成されており、各辺には、例えばアクリル樹脂のような透光
材料からなり、光源としてのＬＥＤ１０４が光学的に結合した導光体１０５が取り付けら
れている。
【０００３】
　各導光体１０５はそれぞれ台形の平板形状に形成されており、一面に例えば銀めっきか
らなり光を反射する反射層（図示せず）が設けられることにより、他面側へＬＥＤ１０４
の光が出射されるように構成されている。また、器具本体１０３の下側には、器具本体１
０３に設けられたＬＥＤ１０４の光を拡散させる拡散板１０６が設けられている。
　これにより、導光体１０５の向きを変更することによって、容易に配光を変更すること
ができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許４３６３３８７号公報（第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述したように、従来の照明器具１００においては、粒状のＬＥＤ１０４を照明方向で
ある下方へ向けて設けているので、ＬＥＤ１０４が発光することにより粒感が生じ、外観
上好ましくない。
　このため、ＬＥＤ１０４の下方に拡散板１０６を設けて、粒感を消すことが行われてい
る。この拡散板１０６は、ＬＥＤ１０４からある程度距離を置かなければ効果的でないた
め、照明器具１００が厚くなるので、器具の薄さ感が薄れるという問題があった。
　また、ＬＥＤ１０４の光を反射板により反射させて粒感を消すことも考えられるが、こ
の場合には、ＬＥＤから離れた場所のパネルが暗くなるという問題がある。
【０００６】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、光源であるＬＥＤの粒感を無
くすとともに、ＬＥＤから最も離れた場所が暗くなるのを防止してパネルを均一に発光さ
せる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の照明器具は、被取付部の被取付面に取り付けられる照明器具であって、アッパ
ー側ＬＥＤ基板と、前記アッパー側ＬＥＤ基板上に、前記アッパー側ＬＥＤ基板の長手方
向に沿って配列される複数のアッパー側ＬＥＤと、を有するアッパーＬＥＤユニットと、
ロアー側ＬＥＤ基板と、前記ロアー側ＬＥＤ基板上に、前記ロアー側ＬＥＤ基板の長手方
向に沿って配列される複数のロアー側ＬＥＤと、を有するロアーＬＥＤユニットと、前記
被取付面に取り付けるための取付金具が中央に設けられると共に、前記アッパーＬＥＤユ
ニットが外側に光を発するように取り付けられ、前記ロアーＬＥＤユニットが内側に光を
発するように取り付けられる器具本体と、前記ロアーＬＥＤユニットよりも内側に配置さ
れ、中央に前記取付金具が挿入される取付金具用開口が設けられ、かつ前記ロアーＬＥＤ
ユニットからの、内側に向かう光を下方に反射する傾斜面を有する反射板と、反射板の下
方に配置され、かつ光を拡散して透過させるパネルと、を有し、前記器具本体における前
記取付金具の近傍には、前記取付金具の周囲を取り囲む取付金具ケースが下方に突出して
設けられ、前記取付金具ケースの先端部が、前記反射板の前記取付金具用開口に挿入され
た状態で、前記取付金具用開口の下側から蓋部が取り付けられ、前記蓋部の下面は、前記
反射板の前記傾斜面の一部を構成するものである。
【０００８】
　また、本発明の照明器具では、前記器具本体には、照明器具の点灯を制御する制御部が
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下方に突出して設けられ、前記反射板の前記制御部に対応する位置には、前記制御部が挿
入される制御部用開口が設けられ、前記制御部の下面は、所定の形状を有し、かつ光を反
射する反射面であり、前記制御部の下面は、前記制御部用開口から下側に露出し、かつ前
記反射板における前記傾斜面の一部を構成するものである。
【０００９】
　また、本発明の照明器具では、前記反射板は、下側から見た平面視において四角形の形
状であり、前記反射板の前記傾斜面は、前記四角形の中心と４つの頂点の各々とを結ぶ線
分に沿う断面図において、半径が異なる複数の円の一部である複数の円弧が、境界なく滑
らかに接続される形状を有し、前記複数の円のうちの前記四角形の中心に最も近い円は下
方に凸の円であり、他の円は上方に凸の円であり、かつ、前記複数の円は、前記四角形の
中心に近いものほど半径がより小さく設定されるものである。
【００１０】
　また、本発明の照明器具は、前記反射板の前記四角形において、前記反射板の前記四角
形の中心と４つの辺の中点の各々とを結ぶ線分を中心線として対称であり、かつ前記四角
形の中心から離れるにつれて幅が拡大する扇状の領域が設けられ、前記扇状の領域の表面
は、前記四角形の中心と４つの頂点の各々とを結ぶ線分に沿う断面図における前記複数の
円の半径とは異なる半径をもつ、下に凸の円の一部である円弧で構成され、かつ前記扇状
の領域における円弧は、前記扇状の領域の両側に位置する領域における円弧と、境界なく
滑らかに連続するものである。
【００１１】
　また、本発明の照明器具では、前記ロアーＬＥＤユニットからの光は、前記被取付面に
平行な方向から、上側に第１の角度だけ傾いた、斜め上方の方向を基準として、上側およ
び下側の各々に第２の角度の広がりを有するものである。
【００１２】
　また、本発明の照明器具では、前記ロアーＬＥＤユニットにおける前記複数のロアー側
ＬＥＤの前方に、配光を制御するレンズが配置されるものである。
【００１３】
　さらに、本発明の照明器具では、前記パネルの、前記ロアーＬＥＤユニットの下に位置
する領域には、パネルカバーが設けられ、前記パネルカバーは、前記パネルの他の部分よ
りも光透過率が低いものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、下方を照明するロアーユニットから発せられる光がパネルに照射され，パネ
ルが均一に発光して主光源となるので、ロアー側ＬＥＤ光源の粒感を無くすとともに複数
のロアー側ＬＥＤ光源が放つ光によって生じる多重影（マルチシャドー）を防止できると
いう効果を有する照明器具を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る第１実施形態の照明器具を下方から見た全体斜視図
【図２】本発明に係る第１実施形態の照明器具を下方から見た分解斜視図
【図３】本発明に係る第１実施形態の照明器具の中心を通る断面図
【図４】本発明に係る第１実施形態の器具本体の概略断面図
【図５】ロアーユニットの分解斜視図
【図６】レンズカバーを介して照射されるロアーユニットの光の方向を示す説明図
【図７】器具本体と反射板の分解斜視図
【図８】（Ａ）は反射板を下方から見た底面図であり、（Ｂ）は（Ａ）中Ｂ方向から見た
側面図であり、（Ｃ）は（Ａ）中Ｃ方向から見た側面図
【図９】図８（Ａ）中ＩＸ－ＩＸ位置の断面形状を示す模式拡大図
【図１０】図８（Ａ）中Ｘ－Ｘ位置の断面形状を示す模式拡大図
【図１１】照明器具を上方から見た平面図
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【図１２】アッパーユニットの分解斜視図
【図１３】アッパーユニットの光の照射方向を示す説明図
【図１４】器具本体、反射部材および上枠の取付部を示す断面図
【図１５】（Ａ）は上枠の上面が天井面に対して平行な場合を示す断面図であり、（Ｂ）
は角度を有する場合を示す断面図
【図１６】（Ａ）はパネルを下方から見た底面図であり、（Ｂ）ないし（Ｄ）は孔の例を
示す拡大図
【図１７】（Ａ）はパネルカバーの別の例でありパネルカバーがパネルの幅に比して小さ
い場合を示すパネルの底面図、（Ｂ）はパネルの４辺に沿ってパネルカバーを設ける場合
を示す底面図、（Ｃ）は円形のパネルにパネルカバーを設ける場合の底面図
【図１８】光の照射状態を示す説明図
【図１９】本発明に係る第２実施形態の照明器具を下方から見た分解斜視図
【図２０】本発明に係る第２実施形態の照明器具で用いられる反射板およびロアーユニッ
トの配置を示す底面図
【図２１】従来の照明器具の断面図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
（第１実施形態）
　以下、本発明に係る第１実施形態の照明器具について、図面を用いて説明する。
　なお、以下の説明においては、照明器具を被取付面に取り付けて下方を照明する場合に
ついて説明する。従って、特に示す場合を除き、上（上方、上側等）は天井面側を意味し
、下（下方，下側等）は床面側を意味する。
【００１７】
　図１に示すように、本発明に係る第１実施形態の照明器具１０は、被取付面である天井
面１１等に取り付けられて主に下方を照明するのに適する。
　図２および図３に示すように、照明器具１０は、天井面１１に取り付けられている引っ
掛けシーリング１２に取り付けるための取付金具２１を中央に有する例えば正方形の板状
の器具本体２０を有する。
　器具本体２０の上側（すなわち、天井面１１側）には、アッパーユニット３０、上枠３
２および上パネル３１が設けられている。また、器具本体２０の下側（すなわち、照明方
向側）には、ＬＥＤユニットであるロアーユニット４０、反射部材である反射板６０が設
けられており、反射板６０の下方には、受けた光を拡散する透光性のパネル５０が取り付
けられる。
【００１８】
　図４に示すように、器具本体２０は、一枚物の板金から形成されており、中央に取付状
態で天井面１１と平行な上段２０１を有し、上段２０１の外側に下段２０２を有する。ま
た、上段２０１と下段２０２との間の上縦壁２０３と、下段２０２から下方へ向かう下縦
壁２０４を有する。
　なお、ここで一枚物の板金とは、１枚の金属板から折り曲げ加工により形成するものに
限らず、溶接、接続部材（ねじ等）によって連結されているものも含まれる。
【００１９】
　天井面１１側の上段２０１は平面視で例えば正方形状をしており、上縦壁２０３は四辺
から下方へ設けられる。同様に、下縦壁２０４は、下段２０２の四辺から下方へ設けられ
る。
　対向する一対の上縦壁２０３の外面には、光源としてのアッパー側ＬＥＤ光源３３を有
するアッパーユニット３０が、外向きに照射するように取り付けられる。ここでは、各上
縦壁２０３に、例えば１個のアッパーユニット３０がそれぞれ設けられている（図１１参
照）が、数は限定するものではない。
　器具本体２０におけるアッパー側ＬＥＤ光源３３の照射方向前方である下段２０２の上
面は、反射率の高い塗装、例えば白塗装もしくは鏡面仕上げを施すのが望ましい。
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【００２０】
　また、対向する一対の下縦壁２０４の内面には、光源としてのロアー側ＬＥＤ光源４２
を有するロアーユニット４０が、器具本体２０の内側向きに照射するように取り付けられ
る。ここでは、各下縦壁２０４に、例えば２個のロアーユニット４０がそれぞれ設けられ
ている（図１１参照）が、数は限定するものではない。
　従って、アッパー側ＬＥＤ光源３３およびロアー側ＬＥＤ光源４２の全ての光源が、１
枚の板金からなる器具本体２０に取り付けられることになる。
　これにより、アッパーユニット３０に対する放熱領域Ｒ１およびロアーユニット４０に
対する放熱領域Ｒ２が形成される。
　なお、器具本体２０を、熱伝導率が０．１Ｗ／ｍＫ以上の放熱性を有するポリカやアク
リルで形成することも可能である。
【００２１】
　図７に示すように、器具本体２０の中央部下面には、器具本体２０を天井面１１の引っ
掛けシーリング１２に取り付けるための取付金具２１が貫通して設けられている。この取
付金具２１の周囲には、全周に亘って取付金具２１を囲う金具ケース２４が、器具本体２
０の下面から下方へ突設されている。金具ケース２４には、蓋６１が着脱可能に取り付け
られる。また、器具本体２０の下面には、照明器具１０の点灯を制御する制御部６２が設
けられる。
　なお、蓋６１の下面６１１および制御部６２の下面６２１は、後述するように、反射板
６０の一部を構成する。
　また、器具本体２０には、ロアーユニット４０が設けられていない一対の対向する辺に
沿って、各々一対の取付用開口部２５が設けられている。
【００２２】
　図５に示すように、ロアーユニット４０は、全体細長い長方形状をしており、最下層に
長方形の本体４３を有する。本体４３は、放熱性を向上させるため、アクリルにより形成
されており、ロアーユニット４０を器具本体２０に取り付けるための一対のブラケット４
３１が設けられている。
　これにより、ロアー側ＬＥＤ光源４２が発した熱を効率的に放熱できるので、ロアーユ
ニット４０の寿命を大幅に延ばすことができる。
【００２３】
　本体４３の上には、複数のロアー側ＬＥＤ光源４２を実装したＬＥＤ基板４４が取り付
けられる。例えば、ロアー側ＬＥＤ光源４２は、ＬＥＤ基板４４上に１列の直線上に配列
されている。
【００２４】
　本体４３の上には、ロアー側ＬＥＤ光源４２およびレンズとしてＬＥＤ基板４４を覆う
難燃性の樹脂で形成された透光性のレンズカバー４５が配設される。
　これにより、ユーザ等が直接ロアー側ＬＥＤ光源４２に触ることがないようにするとと
もに、ロアー側ＬＥＤ光源４２が発した光の集光を可能にしている。
【００２５】
　また、図６に示すように、ロアー側ＬＥＤ光源４２から発せられる光は、レンズカバー
４５を通過することにより、天井面１１に対して平行から角度θ１だけ被取付面側に照射
される。このときの集光角度は２・θ２となる。例えば、角度θ１を５度、角度θ２を１
０度に設定することができる。
　なお、レンズカバー４５によってロアーユニット４０による照射方向を角度θ１だけ被
取付面側に設定する代わりに、あらかじめロアー側ＬＥＤ光源４２の向きを角度θ１だけ
被取付面側に設定することもできる。
【００２６】
　図３および図７に示すように、器具本体２０の下方（図３において下方）には、器具本
体２０より一回り小さい全体矩形状の反射板６０が、取り付けられている（図２参照）。
　すなわち、反射板６０は、器具本体２０の外縁部に取り付けられているロアーユニット
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４０の内側に取り付けられており、下面は、光を反射するように、白色塗装あるいは鏡面
仕上げが施されている。ロアーユニット４０は、反射板６０の下面に向かって光を照射す
る。
　なお、説明の都合上、図８ないし図１０においては、使用状態における下側を上にして
図示する。
【００２７】
　図７および図８に示すように、反射板６０は全体矩形状をしており、下方（図８ないし
図１０において上方）に尖った略四角錐形状を呈している。反射板６０の４辺からなる外
周辺６０１は一平面状にあり、ロアーユニット４０が設けられていない一対の対向する辺
に沿って、各々一対の取付用開口部６６が設けられている。
　外周辺６０１の内側は、取付金具２１を避けた傾斜面として、対向する外周辺６０１の
中心点６０２同士を結んだ線により分割される４個の領域６３１（図１１中ハッチングで
表示）、６３２，６３３，６３４を有する。
　なお、以下の説明において各領域を総称する場合には、「領域６３」で示す。
【００２８】
　各領域６３は、平面視で矩形状をしており、直交する２本の外周辺６０１、６０１と、
隣接する領域６３との境界である２本の交線Ｌ１、Ｌ１とを有する。各領域６３は、反射
板６０の頂点Ｐ１に向かって傾斜しており、頂点Ｐ１が下方へ最も高くなっている。
　各領域６３は、２つの中心点６０２、６０２を結んだ区画線Ｌ２により、角点Ｐ２側と
頂点Ｐ１側に区画される。さらに、頂点Ｐ１側は、頂点Ｐ１の近傍で、略区画線Ｌ２と平
行な区画線Ｌ３と、交線Ｌ１の近傍において、頂点Ｐ１側から外周辺６０１に向かって拡
幅する区画線Ｌ４とを有する。
【００２９】
　図９に基づいて、各領域６３において、頂点Ｐ１と角点Ｐ２とを結ぶ線（図８（Ａ）中
二点鎖線で表示）に沿った断面の構成を説明する。なお、図９においては、鉛直方向の寸
法を誇張して示してある。
　角点Ｐ２と、区画線Ｌ２との交点Ｐ３との間は、上方（図において下方）に凸の半径Ｒ
１の円（以後、「円Ｒ１」で表示）で構成される。また、交点Ｐ３と、区画線Ｌ３との交
点Ｐ４との間は、上方（図において下方）に凸の半径Ｒ２の円（「円Ｒ２」で表示）で構
成される。交点Ｐ３において、円Ｒ１の接線と円Ｒ２の接線は一致しており、円Ｒ１と円
Ｒ２との間はなめらかに接続されていて明確な境界は無い。
　なお、両円Ｒ１、Ｒ２の半径は、Ｒ１＞Ｒ２となっている。
【００３０】
　交点Ｐ４と頂点Ｐ１との間は、下方（図において上方）に凸の半径Ｒ３の円（以後、「
円Ｒ３」で表示）で構成される。交点Ｐ４において、円Ｒ２の接線と円Ｒ３の接線は一致
しており、両円Ｒ２、Ｒ３はなめらかに接続されていて明確な境界は無い。また、頂点Ｐ
１において、円Ｒ３の接線は，水平になっている。
【００３１】
　次に、図１０に基づいて，隣接する領域６３との関係について説明する。なお、図１０
においては、鉛直方向の寸法を誇張して示してある。
　図１０に示すように、隣接する領域６３の交線Ｌ１を挟んだ区画線Ｌ４，Ｌ４の間は、
下方（図において上方）に凸の半径Ｒ４の円（「円Ｒ４」で表示）で構成される。円Ｒ４
の接線は、交線Ｌ１上において水平となる。
　なお、図８（Ａ）に示すように、区画線Ｌ４、Ｌ４は、頂点Ｐ１に向かうに従って幅が
狭まり、区画線Ｌ３において交わって消滅する。このため、円Ｒ４も、区画線Ｌ３で消滅
する。
【００３２】
　円Ｒ４の外側は、前述した上方に凸の円Ｒ２が連続する。区画線Ｌ４上における円Ｒ４
の接線と、円Ｒ２の接線は一致しており、円Ｒ４と円Ｒ２との間はなめらかに接続されて
いて明確な境界は無い。なお、円Ｒ１および円Ｒ２は、図９で示した断面における半径が
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各々Ｒ１およびＲ２であり、図１０に示す断面においては半径が異なるので、図中円Ｒ１
の半径をＲ１Ｂで示し、円Ｒ２の半径をＲ２Ｂで示す。
【００３３】
　図７および図８（Ａ）に示すように、反射板６０の中央部には器具本体２０に設けられ
ている金具ケース２４に対応して取付金具用開口部６４が設けられており、取付金具用開
口部６４には、蓋６１が着脱可能に取り付けられる。
　これにより、取付金具２１の引っ掛けシーリング１２への着脱を可能にしている。
　なお、蓋６１の下面６１１は前述した形状に形成されるとともに、反射板６０と同様に
光を反射するようになっている。
【００３４】
　また、反射板６０の所定位置には、器具本体２０に取り付けられる制御部６２用の開口
部６５が設けられており、制御部６２の下面６２１が開口部６５から反射板６０の表面に
露出している。これにより、反射板６０の薄型化を図っている。ここでは、例えば交線Ｌ
１および一対の区画線Ｌ４、Ｌ４に跨がって配設されており、制御部６２の下面６２１は
、前述した形状に形成されるとともに、反射板６０と同様に光を反射するようになってい
る。
　従って、蓋６１および制御部６２を取り付けた状態で、反射板６０は前述した形状に形
成される。
【００３５】
　従って、ロアーユニット４０から発せられた光は、反射板６０に向かって照射されて下
方へ反射される。このとき、反射板６０の形状が、所定の半径を有する円弧面の組合せで
形成され、各円の境界における接線が共通になるように構成されているので、均一に反射
して、パネル５０に入射する。
　これにより、図７に示すように、所定間隔で２個のロアーユニット４０が配設されてい
る場合でも、両ロアーユニット４０の間に対応する領域にも光を照射することができるの
で、暗部の発生を防止できる。
【００３６】
　図１４に示すように、器具本体２０の上側には上枠３２配設され、器具本体２０の下側
には反射板６０が配設されている。上枠３２には係止突起３２２が下方へ突設されており
、器具本体２０の上側から、器具本体２０の取付用開口部２５および反射板６０の取付用
開口部６６を貫通して、反射板６０の下面を係止している。
　これにより、ねじ２３で反射板６０と器具本体２０とを接続するとともに、反射板６０
および器具本体２０および上枠３２を一体的に接続している。
【００３７】
　図１１に示すように、アッパーユニット３０は、器具本体２０に設けられている取付金
具２１の周囲を囲うように設けられている器具本体２０の上縦壁２０３の外面に取り付け
られ、外向きに光を照射する。
　また、アッパーユニット３０は、平面視において、器具本体２０におけるロアーユニッ
ト４０（図１１中破線で表示）の内側に配設されている。
【００３８】
　なお、アッパーユニット３０の平面配置は、取付金具２１に近い位置すなわち器具本体
２０の中央側でもよく、あるいは、器具本体２０の外縁側でもよい。
　取付金具２１に近い場合には、天井面１１への間接光をより広い面積で照射可能であり
、照明器具１０が浮遊した感じになって薄さ感を出すことができる。
　また、器具本体２０の外縁側に設けた場合には、アッパーユニット３０とロアーユニッ
ト４０が近くなるので、電力供給用の配線を短くしたり、長期使用時における照明器具１
０上面に溜まるほこり等を少なくすることができる。
【００３９】
　図１２に示すように、アッパーユニット３０は、全体細長い長方形状をしており、最下
層に長方形の本体３４を有する。本体３４は、放熱性を向上させるため、アクリルにより



(9) JP 5660494 B2 2015.1.28

10

20

30

40

50

形成されており、アッパーユニット３０を器具本体２０に取り付けるための一対のブラケ
ット３４１が設けられている。
　これにより、アッパー側ＬＥＤ光源３３が発した熱を効率的に放熱できるので、アッパ
ーユニット３０の寿命を大幅に延ばすことができる。
【００４０】
　本体３４の上には、複数のアッパー側ＬＥＤ光源３３を実装したＬＥＤ基板３５が取り
付けられる。例えば、アッパー側ＬＥＤ光源３３は、ＬＥＤ基板３５上に１列の直線上に
配列されている。
【００４１】
　本体３４の上には、アッパー側ＬＥＤ光源３３およびＬＥＤ基板３５を覆う難燃性の樹
脂で形成された透光性のレンズカバー３６が配設される。
　これにより、ユーザ等が直接アッパー側ＬＥＤ光源３３に触ることがないようにすると
ともに、アッパー側ＬＥＤ光源３３が発した光の集光を可能にしている。
【００４２】
　図１３に示すように、アッパー側ＬＥＤ光源３３から発せられる光は、レンズカバー３
６を通過することにより、水平よりも天井面１１側（被取付面側）に照射されるのが望ま
しい。あるいは、レンズカバー３６によってアッパーユニット３０による照射方向を被取
付面側に設定する代わりに、あらかじめアッパー側ＬＥＤ光源３３の向きを被取付面側に
設定することもできる。
【００４３】
　なお、アッパーユニット３０の高さは、器具本体２０に取り付けられている取付金具２
１の高さより大きくするのが望ましい。
　また、ロアーユニット４０の光量を、アッパーユニット３０の光量以上とするのが望ま
しい。
【００４４】
　図１４に示すように、器具本体２０の上方（天井面１１側）には、上枠３２が配設され
ており、上枠３２の下面には係止突起３２２が下方に向けて突設されている。係止突起３
２２は、器具本体２０の開口２５および反射板６０の取付用開口部６６を貫通して、上枠
３２と、器具本体２０と、反射板６０とを一体的に取り付けている。
　一方、反射板６０は、ねじ２３により器具本体２０に取り付けられており（図２参照）
、薄板からなる反射板６０を薄板の器具本体２０に取り付けるため、ねじ２３の先端が突
出する場合がある。
　このため、上枠３２の高さＨ１を、器具本体２０の上面から突出するねじ２３の突出量
Ｈ２よりも大きく設定して、ねじ２３の先端が上枠３２から突出しないようにする。
【００４５】
　図３および図１１に示すように、上枠３２は、ロアーユニット４０と、ロアーユニット
４０よりも平面視で器具本体２０の中心側に配設したアッパーユニット３０との上下方向
における間に位置する。
　図１５（Ａ）には、上枠３２の上面３２１が天井面１１に対して平行な場合が示されて
いる。上面３２１は、光不透過であり，白色塗装あるいは鏡面仕上げを施すのが望ましい
。
　この場合は、上面３２１で反射した光が、照明器具１０が取り付けられている近くの天
井面１１側へ照射されるので、天井面１１や壁面Ｗ（図１８参照）への照射範囲を比較的
狭くしたい場合に適する。
【００４６】
　一方、図１５（Ｂ）には、上枠３２の上面３２２が天井面１１に対して角度を有する場
合が示されている。上面３２２は、光不透過であり，白色塗装あるいは鏡面仕上げを施す
のが望ましい。
　この場合は、上面３２２の傾斜角度を調整することにより、上面３２２で反射した光が
遠くまで達するので、天井面１１や壁面Ｗ（図１８参照）への照射範囲を比較的広くした
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い場合に適する。
　なお、上枠３２の上面を、天井面１１に対して平行な面と角度を有する面とを組み合わ
せて形成することも可能である。
【００４７】
　図２および図３に示したように、ロアーユニット４０の下方には、パネル５０が着脱可
能に取り付けられる。パネル５０は、照射された光を拡散するものであり、複数箇所に、
光透過率が低いパネルカバー５１を設けられている。
　図１６に示すように、パネルカバー５１は、パネル５０において器具本体２０の中心に
対して対称な端部付近の対向する２辺に沿って設けられている。また、パネルカバー５１
は、ロアーユニット４０が設けられている位置（図１６（Ａ）において破線で表示）に対
応して設けられている。
【００４８】
　また、パネルカバー５１は、少なくとも第１の孔５２を有し、第１の孔５２の内側には
、明るさセンサ、人感センサ、熱センサ、信号送信装置からの信号を受信するための受信
センサのうちの少なくとも一つが配設されている。
　さらに、パネルカバー５１は、少なくとも第２の孔５３を有し、第２の孔５３の内側に
は、照明器具１０の動作状態を示すための信号を発する発信手段が配設されている。
【００４９】
　第１の孔５２および第２の孔５３は、複数個のロアーユニット４０が長手方向に直線状
に並んで設けられている場合には、ロアーユニット４０の間に設けるのが望ましい（図１
６（Ａ）参照）。
　例えば、２個のロアーユニット４０が長手方向に並んで設けられている場合には、図１
６（Ａ）に示すように、第１の孔５２および第２の孔５３をパネルカバー５１の略中央に
設けることができる。
　なお、孔５２，５３は、図１６（Ｂ）に示すように、２個に限るものではない。図１６
（Ｃ）に示すように、３個の孔５２，５３，５４を設けたり、図１６（Ｄ）に示すように
、４個の孔５２，５３，５４、５５を設けることもできる。
　また、孔５２，５３，５４、５５の形状も、丸孔に限るものではない。
　さらに、孔５２，５３，５４、５５を設ける場所は、１個のパネルカバー５１に限らず
、複数個のパネルカバー５１に設けることもできる。
【００５０】
　図１７（Ａ）ないし（Ｃ）には、パネルカバー５１の別の例が示されている。
　図１７（Ａ）では、パネルカバー５１１の長さをパネル５０の幅に比して小さくして、
光の不透過部分を狭くした場合を示す。
　図１７（Ｂ）では、パネルカバー５１２を、パネル５０の４辺に沿って設けた場合を示
す。
　さらに、図１７（Ｃ）では、円形のパネル５０Ｂに２個のパネルカバー５１３を対称な
位置に設けた場合を示す。パネルカバー５１３は、パネル５０Ｂの形状に対応して、部分
円弧状となっている。
【００５１】
　図１８に示すように、照明器具１０のロアーユニット４０から、照明器具１０の内部に
向かって発せられた光Ｌ１は、反射板６０で下方に反射してパネル５０に入射して拡散す
る。これにより、パネル５０全体が光源となって下方を照明する。
　一方、照明器具１０のアッパーユニット３０から照明器具１０の外側へ発せられた光Ｌ
２は、一部は天井面１１と平行に照射されて，壁面Ｗを照明する。また、一部は上方へ照
射されて天井面１１に当たり、下方へ反射して壁面Ｗを照明する。さらに、一部は下方へ
照射されて照明器具１０の上枠３２に当たって上方へ反射し，天井面１１を照明する。あ
るいは、さらに天井面１１で反射して壁面Ｗを照明する。
【００５２】
　以上、説明した本発明に係る実施形態の照明器具１０によれば、下方を照明するロアー
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ユニット４０から発せられる光がパネル５０に照射され，パネル５０が均一に発光して主
光源となる。
　このため、ロアー側ＬＥＤ光源４２の粒感を無くすとともに複数のロアー側ＬＥＤ光源
４２が放つ光によって生じる多重影（マルチシャドー）を防止できる。また、パネル５０
において暗くなる場所が発生するのを防止できる。
【００５３】
　また、ロアーユニット４０を器具本体２０の外郭部に設けて、内側に光を照射すること
により、照明器具１０内でロアーユニット４０から最も遠い部分は器具中心部となる。従
って、ロアーユニット４０が器具中心部に向かって光を照射するので、パネル５０の中心
部が明るく発光して暗部を無くし、均一となるように光を照射できる。
【００５４】
　また、ロアーユニット４０が発した光を反射する反射板６０は、天井面１１に取り付け
られている引っ掛けシーリング１２に取付可能な取付金具２１を避けた傾斜面である領域
６３を有する。このため、取付金具２１部分が暗くなるのを回避して、パネル５０全面を
均一に発光できる。
　なお、取付金具２１に対応する位置には蓋６１を設け、蓋６１の下面に所定形状の傾斜
面を設けて反射面とすることにより、取付金具２１の影響なく、所望の反射光を得ること
ができる。
【００５５】
　また、ロアーユニット４０のロアー側ＬＥＤ光源４２を器具本体２０の外郭部に設けて
、照明器具１０の中央側に向かって光を照射するので、パネル５０の中心部が明るく発光
して、均一となるように光を照射できる。
【００５６】
　また、ロアー側ＬＥＤ光源４２からの光は、ロアーユニット４０よりも天井面１１側に
ある反射板６０へも照射されるので、ロアー側ＬＥＤ光源４２の光を余すことなくパネル
５０へ照射することができる。これにより、パネル５０が無駄なく，均一に発光すること
ができ、部屋の明るさ感や快適感をユーザに与えることができる。
【００５７】
　また、ロアーユニット４０に集光用のレンズカバー４５を設けたので、器具中心付近へ
の照射をより強くすることができる。このため、ロアー側ＬＥＤ光源４２と中心付近との
間の距離が長くても，十分な光量を照射でき、パネル５０全体を均一に発光させることが
できる。
【００５８】
　さらに、ロアーユニット４０の下方に、受けた光を拡散するパネル５０を設けたので、
パネル５０はロアーユニット４０のロアー側ＬＥＤ光源４２が発した光を受けて均一に発
光する。
【００５９】
　また、本発明に係る実施形態の照明器具１０によれば、アッパー側ＬＥＤ光源３３およ
びロアー側ＬＥＤ光源４２の全ての光源が一つの器具本体２０に取り付けられているので
、部品点数が少なく，組立性に優れるので、コストを安くして容易に製造できる。
【００６０】
　また、器具本体２０が、一枚物の板金から形成されているので、コンパクト化を図るこ
とができるとともに容易に製造できる。また、縦壁２０３，２０４となる部分を設けるこ
とにより、容易に剛性を高めることができる。
【００６１】
　また、全ての光源は、少なくとも一部が板金製の器具本体２０に固定されているので、
光源が発する熱を有効に放熱できる。また、アッパーユニット３０を器具本体２０に外向
きに取り付け、ロアーユニット４０を器具本体２０に内向きに取り付けることにより、一
枚の板金である器具本体２０の表裏に取り付けることになり、表裏で有効に放熱できる。
【００６２】
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　さらに、器具本体２０の表面が、白若しくは鏡面等の反射率の高い塗装を施されている
ので、例えば外向きに取り付けられているアッパーユニット３０の光を天井面１１側へ反
射することができる。また、器具本体２０の放熱性能を上げることができる。
【００６３】
　また、本発明に係る実施形態の照明器具１０によれば、アッパーユニット３０が器具本
体２０上面における取付金具２１の周囲に配設されたので、取付金具２１および引っ掛け
シーリング１２をアッパーユニット３０により隠すことができる。
　また、アッパーユニット３０の照射方向を外側へ向けることにより、天井面１１や天井
面側の壁面Ｗを明るくすることができ、部屋全体の明るさ感を増すことができる。
【００６４】
　また、アッパーユニット３０の高さが取付金具２１の高さより大きいので、取付金具２
１をアッパーユニット３０により確実に隠すことができる。
【００６５】
　また、アッパーユニット３０が、器具本体２０におけるロアーユニット４０の内側に配
設されたので、アッパーユニット３０は直接見えない。このため、アッパーユニット３０
からの光は間接照明となり、部屋全体に光の広がりを与えることができるので、部屋全体
の明るさ感を増すことができる。
【００６６】
　また、アッパーユニット３０が発する光は、水平方向よりも天井面１１側に照射される
ので、天井面１１や壁面Ｗへ光を照射して明るくすることができ、部屋全体の明るさ感を
増すことができる。
【００６７】
　さらに、ロアーユニット４０の光量が、アッパーユニット３０の光量以上であるので、
部屋は主にロアーユニット４０により照明され、アッパーユニット３０は間接光として作
用して、部屋全体の明るさ感を増す。
【００６８】
　また、本発明に係る実施形態の照明器具１０によれば、器具本体２０の下側に取り付け
られているロアーユニット４０の光を、反射板６０が下方へ反射して下方を照明する。反
射板６０を器具本体２０に取り付けているねじ２３は、器具本体２０の上面から突出する
場合があるが、器具本体２０の上側に取り付けられる上枠３２の高さＨ１がねじ２３の突
出量Ｈ２よりも大きいので、ねじ２３は上枠３２の高さ内に収容される。
　このため、ユーザ等の手がねじ２３の先端に触れて傷つくのを防止できる。
【００６９】
　また、上枠３２の上側に設けられたアッパーユニット３０と、上枠３２の下側に設けら
れたロアーユニット４０との間に位置する上枠３２の上面３２１が光不透過であるので、
光の境目を作り出すことができる。これにより、意図しない光を無くすことができ、目的
とする配光を実現できる。
【００７０】
　また、上枠３２の上側に設けられたアッパーユニット３０と、上枠３２の下側に設けら
れたロアーユニット４０との間に位置する上枠３２の上面３２１を、白色塗装または鏡面
仕上げ等の反射率が高いものとした。このため、アッパーユニット３０からの光を天井面
１１側に回すことができる。
【００７１】
　また、上枠３２の上面３２１が天井面１１と平行な場合には、アッパーユニット３０か
らの光を天井面１１側へ反射させることができる。また、上枠３２の上面３２１が天井面
１１に対して角度がある場合には、アッパーユニット３０の光を部屋の広範囲に広げるこ
とができる。
【００７２】
　さらに、器具本体２０および上枠３２が互いに係止突起３２２を介して係合されている
ため、上枠３２が器具本体２０の外側に配置され、これにより良好な外観性が得られる。
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【００７３】
　また、本発明に係る実施形態の照明器具１０によれば、パネル５０の複数箇所に光透過
率が低いパネルカバー５１を設け、パネルカバー５１における床面と反対側に床面照明用
のロアーユニット４０を配設した。このため、パネル５０にロアーユニット４０が映って
影になるのを防止でき、外観を向上できる。
　また、ロアーユニット４０の照射方向をパネルカバー５１に向けないようにすることに
より、パネル５０がロアーユニット４０の照射方向前方に位置しないため、パネル５０に
ロアーユニット４０の粒感が生じたり、ユーザがパネル５０を直視した際のグレアを防止
できる。
　また、パネルカバー５１が、ロアーユニット４０によって発せられる光を遮らないので
、光の損失を防止できる。
　さらに、パネルカバー５１を飾りやアクセントとして設け、意匠性を向上できる。
【００７４】
　また、パネルカバー５１を、パネル５０において器具中心に対して対称な器具端部付近
に対応する位置に設けたので、パネルカバー５１を持つことにより、パネル５０に手が直
接触ることなくパネル５０を脱着でき、パネル５０が汚れるのを防止できる。また、汚れ
による照度低下も防止できる。
【００７５】
　また、パネルカバー５１に第１の孔５２を設けて、第１の孔５２の内側に各種センサを
内蔵したので、センサ回路等の影がパネル５０に映るのを防止できる。
　また、パネルカバー５１にはロアーユニット４０からの光が直接当たらないので、温度
や明るさによってセンサ等が誤動作するのを防止できる。
【００７６】
　また、パネルカバー５１に第２の孔５３を設け、第２の孔５３の内部に照明器具１０の
動作状態を示すための信号を発する発信手段を配設したので、ユーザは照明器具１０の動
作状態を知ることができる。
【００７７】
（第２実施形態）
　次に、本発明に係る第１実施形態の照明器具について、図面を用いて説明する。
　なお、前述した第１実施形態にかかる照明器具１０と共通する部位には同じ符号を付し
て、重複する説明を省略することとする。
【００７８】
　図１９および図２０に示すように、第２実施形態の照明器具１０Ｂにおける反射板６０
Ｂは、中央に向かって下方へ傾斜する傾斜面６７を有し、全体下方へ尖った山型形状を呈
する。反射板６０Ｂの下面は、光を反射するように、白色塗装あるいは鏡面仕上げが施さ
れている。
　反射板６０Ｂにおいて器具本体２０の一対の下縦壁２０４（図４参照）に対向する両端
部は、切り欠かれて開口部６７１がそれぞれ設けられている。一対の下縦壁２０４に設け
られたロアーユニット４０は、開口部６７１から反射板６０Ｂの下方に突出している。ま
た、中央部６７２は、器具本体２０の中心に設けられている取付金具２１と干渉しないよ
うに、高くなっている。
【００７９】
　従って、ロアーユニット４０から発せられた光は、パネル５０におけるロアーユニット
４０から最も遠い部分Ｒ，すなわち反射板６０の中央部６７２に照射される。そして、傾
斜面６７および中央部６７２において下方へ反射して、パネル５０に入射する。
　なお、図６において前述したように、ロアー側ＬＥＤ光源４２から発せられる光は、レ
ンズカバー４５を通過させて角度θ１だけ被取付面側に照射することにより、確実に反射
板６０Ｂで反射させて、パネル５０に入射させて発光させることができる。
【００８０】
　また、第１実施形態の反射板６０で示したように、反射板６０Ｂの中央に取付金具用開
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　さらに、反射板６０Ｂに制御部６２用の開口部（６５）を設け、制御部６２の下面６２
１が反射板６０Ｂの一部を構成するようにすることもできる。
【００８１】
　なお、本発明の照明器具は、前述した実施形態に限定されるものでなく、適宜な変形，
改良等が可能である。
【符号の説明】
【００８２】
　１０　照明器具
　１１　天井面（被取付面）
　１２　引っ掛けシーリング
　２１　取付金具
　３０　アッパーユニット
　３３　アッパー側ＬＥＤ光源
　４０　ロアーユニット
　４２　ロアー側ＬＥＤ光源
　４５　レンズカバー（レンズ）
　５０　パネル
　６０　反射板（反射部材）
　６３　領域（傾斜面）
　６７　傾斜面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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